
 

 トレイの上に「ぶなしめじ」「えのき」「しいたけ」「エリンギ」「マッシュルーム」が並

び、きのこの食育活動が始まりました。一つ一つ名前を聞きながら、それぞれ違う色や形の

きのこに興味津々な子ども達。実際に手に取って触れたり、香りをかいだりしながらきのこ

の感触等を楽しみました。 

給食に「きのこカレー」として提供されると「きのこあるかな？」と探してみたり、「きの

こおいしいね！」と友達や保育者と会話したりする姿も見られました。食材に触れ、親しみ

をもったことで秋の味覚をより身近に感じながらおいしく味わうことができました。 


